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研 究 の 概 要

家庭を とりま く社会や環境が激 しく変 化 して いる今 日,そ の変化 に応 じて,よ りよい生

活を 目指 し,考 え,判 断 し,実 践す る力 を身 に付 ける ことが児童 にとって必要 であ る。

そ こで,環 境教育を通 して,環 境 に対 する意識 を高 めなが ら,よ りよい生活 を 目指 し,

少 しで も自分にで きることを実践 してい こうとす る心 と力を育てたい と考 えた。 その ため

には,児 童の関心や意 識を高あ るよ うな導入を工夫 し,体 験活動を多 く取 り入れ た課題解

決 的な学 習を継続 的 ・系統 的に行 うことが有効で あろうと考え,授 業実践 を もとに研究 を

深 めた。 その結 果,児 童が身近 な ことか らは じめ ようとい う意識が高ま り実践 にっ なが っ

た。
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「よりよい生活を目指 し,考 え判断し実践する力を育てる指導法の工夫」

環 境 教 育 を 通 し て

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

家庭科 は,児 童の家庭生活を主な学習の対象 と し,実 践的,体 験的 な活動を通 して,生 活

に必要 な基礎的な知 識や技能を身 に付け,よ りよい生活 を目指 して工夫 し創造 とてい く能力

を育て る とともに,家 庭生活を築いてい く意欲 と実践 してい こうとす る態度を養 うことをね

らい と してい る。

家庭生活 は,家 族 の特徴や住む地域 によ って違いがあ り,家 庭 を取 り巻 く環境や社 会の変

化等 に対応 して 変わ ってい くものであ る。家庭 科の学習で は,児 童の実態を考慮 し,変 化に

対応 しなが ら自分の力を発揮 し,よ りよい生活を築いてい こうとす る能力や態度を育ててい

くことが重要であ る。

近年,子 ど もが 自 ら考え,判 断 し,実 践 しようとす る能 力の育成が教育上の大 きな課題 と

な ってい る。

例えば,ご みや水 に関 する ことが らについて は,第4学 年の社会科 の学習 内容であ り,今

まで に児童 は,環 境 にっいて社会で 問題 にな って いることを学習 している。 しか し,調 理実

習の場面をみ る と,分 別 しないで ごみを捨て たり,油 をそのま ま流 しに捨て た りす る児童が

み られ るのが現状で あ り,実 践 的な行動 に結 びつ くまで に至 っていない ことが分か る。 この

ような ことか ら,学 習 した ことを 日常生活 に取 り入れてい こうとす る実践 的な能力や態度 を

育てて い くことが重要で ある。

今,家 庭科で大切 な ことは,学 習 の中に実践的 ・体験的な ことが らを多 く取 り入れ,知 識

の伝達だ けの学習 に終 わ らないよ うにする ことで ある。 そのため には,児 童一人一人が興味

・関心を もって主体 的に活動 す るよ うな指導の工夫が大切であ る。魅力あ る教材 の準備 や授

業の展開 を工夫す る ことによ って児童の心 をゆさぶ り,感 動を与え ることがで きるな らば,

児童 は興味 ・関心 を もって 自分 の課題 に取 り組 み,自 分で考え,判 断 し,実 践 してい く力 を

身 に付 けてい くと考 え られ る。 また,導 入場面 を工夫 し,実 体験を多 く積み重ね ることで,

児童の 「何 が問題 か」を見い出す力 が育ち,更 に創意工夫す る力 と実践力が育っ もの と考 え

た。

家庭科 の学習 の中で環境 にかかわ ることは,調 理実習 や被服製作 などに比べ ると児童 の関

心が およびに くい分野 で もあ る。 しか し,一 人一 人の児童が問題意識を もって生活 と結 び付

けた課題解 決の学 習活 動の工夫をすれば,児 童の能 力や態度の変容が期待で きる。

そ こで本年 度は,活 動や体験を重視 し,豊 かな感性 を育て,身 近 な問題 に目を向けた環境

教育 の視 点か ら学 習内容を組み立て,よ りよい生 活を 目指 し,考 え,判 断 し,実 践す る力を

育て る指 導法 を工夫 して い くことに した。
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H研 究の基本的な考え方

研 究 主題 に迫 る た め に 、以 下 の2点 を重 点 と し、研 究 の構 想 を立 て た 。

① 家庭 科 にお け る 基礎 的 な知識 ・技 能 を基 盤 と し、環 境 に 対す る意 識 を高 め なが ら、 少 し
で も 自分 にで きる こ と をや ろ うす る 心 と実 践力 が 育 つ よ うに す る。

5年 生 で は 「家族 の生 活 と住 居 」 領域 にお いて 、 まず 環 境 に 目を 向け て考 え 、実 践 に対

す る 意欲 を もつ こ とが で き る よ うに し、6年 生 で は 年間 を通 し全 領域 で 取 り上 げ る こ とに
よ り、 さ らに 意 識 を高 め 自分 にで き る実 践 をふ や してい け る よ うに す る。

② 児 童 の関 心 ・意欲 を高 め る ような 導入 を工夫 し、体 験 活 動 を多 く取 り入 れた 課題 解 決 的
な 学 習 を継 続 的 系統 的 に 行 うこ とに よ って 、 児童 の 実践 力 を育 て 環境 への 意識 を高 め る。

〈研究の構想図 〉

家 庭 科 の 教 科 目 標

研 究 主 題
よ りよい生活を目指 し、考え判断 し実践する力を育てる指導法の工夫

一環境教育 を通 して 一

〈児 童 の実 態 〉
・生活 体 験(家 庭 の仕 事)や

自然 体 験 が 不 足 してい る。
・体 験 学 習 に 意 欲的 で あ る。
・環 境 へ の関 心 が薄 く、保 全
へ の知 識 や 体験 に差 が ある 。

・知 的 好 奇 心 が 旺盛 で あ る。
・受 け身 学 習 で あ る。
・耐 性 不 足 で あ る 。

〈 目指 す 児童 像 〉
・美 しさ を感 じる心 や い たみ を感 じる心 を

もち 、物 を大 切 に し人 や地 球 に や さ し く
で き る子 ども

・身近 な環境 に 目を向 け て考 え 、意 識的 に
行動 で きる子 ど も

・環境 の保全 に配慮 し、何 か 一 つ で もや ろ
うとす る気 持 ちを もて る子 ど も

・継続 化 ・持 続 化 して い け る子 ども

〈 研 究 の 視 点 〉

を
評
価
し
支
援
す
る

児
童

一
人

一
人

の
よ
さ

生 で る

自 ら課題 を解決する
や 蓄か らの感

意
識
の

自 らの 生活 を見 つ め 、課題 を もつ

さ
ら
な
る
気

づ

き

・
意
欲

〈導 入 の 工 夫 〉
・具体 物 を使 った体 験 活 動 を

を取 り入 れ る。
・ビデ オ を活 用 す る 。

〈学 習 活動 の工夫 〉
・児童 の 発想 や 一 人一 人 の生 活 体験 を大 切 にす る 。
・体 験 活 動 を工 夫 した り、情 報 や 資料 を活用 し、
主 体 的 に課 題 を解 決 して い け る よ うに す る。

・家 庭 や 学校 や 地 域 の教 材化 及 び地 域 の 人材 活用

を はか る 。

授 業 研 究

言平価 と 考 察

ま と め と 言果 題
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皿 研 究 内 容

「第5学 年 」 題材名 「わた したちの生 活 とごみ」

1.題 材 につ いて

これ まで私た ちは,地 球上の資源やエネルギーを消費す ることによ って豊かな生活を追い

求めて きた。 その結果,環 境破壊が進み,私 たちの生活 に も影響が 出始あて いる。地 球規模

で循環型社会への転換が求 め られ る時代 とな った。東京都 で も 「東京 ス リム」を掲げ,ご み

の減量を推進 して いる。 ところが,使 い捨て に慣れて しま った私 たちにとって,現 在の暮 ら

し方を変えて い くことは容易 ではない。 しか し,自 分だけの利便性 や豊か さを求 めるので は

な く,ま わ りを大切 に し人や地球 にやさ しい生活 をす ることが,今 必要 なので ある。次世代

を担 う児童 に とって環 境を考えた暮 らし方 を学ぶ ことは重要であ るといえ る。

そ こで5年 生 では,「 家族の生活 と住居 」領域 か ら 「わ た したちの生活 とごみ」を題材 と

して取 り上 げ,ご みにっいての学習を通 して,環 境 に目を向 けて考え実践 す る意識 を もっ こ

とがで きるよ うに したい と考えた。 ごみ について は,4年 生社会科で学習 してお り,ご みが

増えす ぎて困 って いるとい う知識 はあ る。 しか し,そ れを生活 に結 び付けて考え行動す るま

で にはいた って いない。 そ こで家庭科で は具体的な実体験,実 践活動 を通 して学習 し,自 分

の生活を見直 し,ご み を少 な くす るたあの工夫が具体的な生活場面で実践で きる態度を養い

たい と考え た。 この ことは,物 を大切 にす る ことや思いや りの心を育て る ことにっ なが ると

考 え られ る。

2.実 態調査

(1)調査 目的 児童の環境,ご み に関す る意識 や実態 を調査 し,学 習指導に役立 て る。

(2>調査 時期 平成9年7月 中旬(調 査1)及 び9月 上旬(調 査2)

(3)調査対象 都内研究員所属校5校 第5学 年366名

(4)調査結果

(調査1)
①今、世界的に環境問題が話題になっていますが、あなたは環境問題について、どんなことを

知っていますか。知っていることを書きましょう。(回 答複数)

ごみ問題

森林破壊、熱帯林 の減少
大気汚染
水質汚染
自然破壊
地球の温暖化
オゾン層の破壊

*記 述式 に したためか 「わか らな㌧、」 と答えた り、無記入の児童 も多 くいたが、難 しい言

葉を知 っている児童 も少数なが らいた。

②環境のことを考えて、あなた自身が毎 日の生活で、心掛けて実行 していることがあ りますか。
それはどん なことですか。(回 答複数)

0(人)

リサイクルに出す(牛 乳パ ック、缶等)
ごみをあ まりださない
ごみのポイ捨ては しない
ごみを きちん と分けて出す

42

57

17

32

*そ の 他 「油 を 流 さ な い 」 「水 を 無 駄 に しな い 」 「ごみ を 拾 っ て ご み 箱 へ 入 れ る 」 な ど の

答 え もあ っ た が 、 「特 に な い 」 と 答 え た り 、 無 記 入 の 児 童 も多 く、 あ ま り 関 心 が 高 い と は

言 え な い 。
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③ ごみ につ いて4年 生で勉強 したことや、今 まで見 た り、聞 いた りしたことか ら知 ってい る
ことを書 きま しょう。(回 答複数)

ご み が 増 え て い る

埋め立て埴がなく佐ってしまう、いっぽいに電って困っている

缶 、 び ん 等 は リサ イ ク ル す る

燃 え る ご み 、 燃 え な い ご み を 分 け る

選えるごみは清昼工場で僕やし、璽えないごみは埋め立てている

清 掃 工 場 の 様 子

ごみを減らさないとごみでいっぽいになる

ご み を 出 す 日 が 決 ま っ て い る

0(人)

*清 掃工場の見学、 ビデオを見 た りして いるので 「ごみが増 えてい る」 「い っぱ いで困 っ

て いる」 ということや 「ど う処理 され るか 」など、あ る程度 の知識はあ るよ うだ。

(調 査2)
①家で出た ごみを出す時 、どのよ うな種類 に

分けて 出すか知 っていますか。

知 っ て い る

84%

簿ら頓、

16瓢

「知 っ て い る 」 と答 え た 人

Oど の よ う な 種 類 に 分 け る の で し ょ う 。
・燃 え る ごみ燃 え な い ごみ 「知ってい引 うち32%

そ の 他 ・生 ご み ・缶 ・び ん ・粗 大 ご み

Oな ぜ 、 そ の よ う に 分 け る の で し ょ う 。
・燃 え な い 物 を 燃 や す と 有 害 な ガ ス が 出 る

・処 理 の 仕 方 が 違 う の で 、 しや す い よ う に

②家で 出たごみを決 め られた場所 へ持 って
行 ったことが あ りますか。

瓢

A

11

A自 分顔分琶としてB頼 まれてC廷 とんど持って

いつも持■て行く 時 持々って行く 行ったことがない

③家で 出た ごみを出す 日を知 ってい ますか。

矩っている

22%

知 らない
78%

「知 っ て い る 」 と 答 え た 人

○ い っ で す か 。 種 類 ご と に 答 え ま し ょ う 。
・出 す 日 が 正 解 「影 てい引 うち15%全 髄3%

④ あなたの家 では ごみを出す時、気をっけて
いる ことがあ りますか。

あ る
34%

ない

12瓢

わか らない
54%

「あ る 」 と 答 え た 人

○ ど ん な こ と で す か 。
・き ち ん と 分 別 す る 「あ る 」 う ち49%

・ リサ イ ク ル へ 「あ る 」 う ち5%

⑤ あなたは、 ごみを少 な くす るため に実行
してい ることがあ りますか。

あ る
3d%

ない
7a%

「あ る 」 と 答 え た 人

○ ど ん な こ と で す か 。
・i)サ イ ク ル す る1あbJう ち45%全 駒13%

そ碗 ・物 を 大 切 に す る ・ し っ か り 分 別 す る

*9割 以上 の児童 は ごみを持 って行 った経験 はあ るが 、ほ とん どが受身的 に時 々持 って 行 く

だ けで 、出す 日を知 らない、知 っているっ もりで も正確に知 らな い、出す時 に気 を付 けてい
ることがわか らないなど、 自分の生活 において意識 して ごみ に関わ って いる児童 は少 ない。

(5}考 察

4年 生社会科で学習 して いる ごみ に関 して は,環 境問題で知 っている こととして一番多 く上

げ られ,心 掛 けて いる ことで も,ご み に関す ることが ほとん どであ った。 しか しrご みの ポイ

捨て は しない」 「ごみを拾 って ごみ箱へ入れ る」など,美 化や道徳的な気持 ちか らの 行動 を,

環境 に対す る心掛け と して と らえ るにとどま ってい る児童 もいる。 デごみ は分けて出す」 「ご

みは多い」 「リサ イ クルすれば ごみ は減 る一な ど,あ る程度 の知識 はあるが,自 分の生活 とは

結び付いてお らず,ご みに対す る関心の低 さや ごみの分け方,出 し方,少 な くす るにはどうす

ればよいか考えて意識 して行動 して いない受身的 な様子が うかがえ る。学習 した ことを自分の

生活 に結 び付けて,考 え,判 断 し,実 践す る力 を養 うための指導の工夫が必要 と思 われ る。
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3.題 材の 目標

○生活 か ら出 るごみに関心を もち,課 題を もっ。

○ ごみの分 け方,出 し方,リ サイクルで きる物の出 し方が分か り,実 践す る。

○ ごみを少な くす ることの大切 さが分か り,よ りよい生活を営んでい こうとす る。

4.指 導計画 と評価計画

○指導計画の工夫

・環境教育の導入 と して ごみの題材 を独立 して扱 うことによ り,掃 除,整 理 ・整 とんか ら出 る

ごみや,調 理実習 の生 ごみの処理,被 服での リフォームな どで,効 果的な実践がで きると考

えた。

・回収 箱が増 え るな ど,リ サ イ クル活動を しやす い環境が整 って きて いる とい う社会の変化 に

応 じて,環 境 保護 にっ なが る リサイ クルを実践す る力を身 に付け ることに重点を置 いた。

題材名 「わ た したちの生活 とごみ」(5時 問) (● は家庭学習)

小 題 材 名
主 な 学 習 活 動

(時 数)

ごみ の しまつについて ○ 自分の知 ってい ることを もとにごみの実物を分別す る。

考 えよ う(1) ○全体で話 し合いなが ら,疑 問を明 らかに し課題をっかむ。

※事例1 ● 正 しい分 け方 ・出 し方 を調 べ る。

ごみの しまっ につ いて ○調べて きた ことを もとに発表 し合い確認 する。

確かめ よ う(1)
・可 燃 ごみ ,不 燃 ごみ,粗 大 ごみ,リ サ イ クル で きる物 の 分 け方

・ ご み は
,い つ,ど の よ う に し て,ど こ に 出 す か 。

○前 時の ごみを,実 際に分 け直す。

● リサ イ クル で き る物 を,ど こに,ど の よ うに して 出す か調 べ る。

リサイ クルの仕方を体 ○ リサ イクルで きる物の回収場所 を確認 し,リ サ イ クル マ ップを

験 しよ う(D 作 る 。

※事例2 ○ リサイ クルで きる物の正 しい 出 し方を確認 し,回 収箱 に入れ ら

奪

れ るよ うに作業す る。

ごみを少 な くす るわけ ○ リサ イクルをす る意義 か らごみを少 な くす る必要性を考え る。

や方法 を考えよ う ○ ごみを少な くす る方法を話 し合 い,実 践す る意欲 を もつ。

※事例3(1) ● 自分 にで き そ うな こ とを 見 付 け て,試 み,記 録 す る。

ごみを少 な くす る生活 ○ 自分 の取 り組 みを発表す る。

を始 めよ う ・取 り組 み の記 録,資 料,リ フ ォー ム した物 な ど。

(1) ○ 自分の生活 に合 った実践課題 を見付 け,計 画を立て る。

● 実 践 し,記 録 す る。
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○学 習指導 の工夫

導 入を工夫 し,体 験活動を多 く取 り入れ,一 人一人 を大切 に した課題解決 的な学習 をす る。

・地域 ごとの班を編成す る。

・導入か ら興味 を もって課題 を見付 け,継 続的 に学習 で きるよ うなごみを用意 す る。

・ごみの実物を分別 しリサイ クルで きるよ うにす るな ど直接体験を取 り入 れ る。

・実践 しやす くす るよ うに リサイ クルマ ップを作 る。

・自分の生活を振 り返 り,学 習 した ことを生かせ る家庭学 習(●)を 設定す る。

i 評 価 の 観 点

環境教育 との関連事項 評 価 規 準
関心 創意

技能
知識

意欲

態度 工夫 理解

○ ごみの分別 ① ごみの分 け方 ・出 し方に関心 を も OO 0

ち,正 し く分 け た り出 した り しよ

う とす る。

○地域の ごみ 出 しルール ①地域の ごみの分け方 ・出 し方 や リ OO 0

O地 域の リサイ クルで き サイ クルで きる物の実態を調べて,

る物 進んで発表す る。

○ ごみの分別 ② ごみ を正 しく分 ける。 0 0 0

○地域の リサイ クル で き ①地域 の リサイ クルで きる物の回収 0 0

る物の回収場所 場 所 が 分 か り進 んで リサ イ クル

マ ップ を作 る。

○ リサ イ クル ル ー トに の ② リサイ クルで きる物 の出 し方が分 0 0 OO

せ る正 しい出 し方 か り,作 業 し,実 践 へ の 意 欲 を も

つo

○物の大切 な使 い方 ① リサイ クルの必要性 に気付 く。 0 OO

○無駄 な消 費の見直 し ② ごみを少な くす る生活 の必要性 に 0 0 0

○環境に配慮 した生活 気付 き,リ サイ クルの他 に も方法

○不用品の有効活用 を 考 え,実 践 しよ う とす る。

○家庭の実態に考慮 した ① 自分 の取 り組 み を進 ん で発 表 す OO OO

ごみを少な くす る生活 る 。

② 自分 の生活 に合 った,ご み を少 な 0 0 OO

くす るための課題 を見付 け,実 践

しよ う とす る。
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5.実 践 事 例

事例1

ア 目

イ 展

「ごみ の しまっ に っ い て 考 え よ う」(1/5)

標 ・ごみ の しま っ に っ い て考 え よ う とす る。

・す す ん で ,ご み を分 け る こ とが で き る。

・課 題 を っか み ,解 決 しよ う とす る。

開

学 習 活 動 教 師 の 支 援

○住居 の近 い児童で構成 した班を編成す る。

○児童 に家庭 の ごみを一っ用意 させ る。

○題材 のね らいにあわせ,第1時 か ら第5

時まで継続 して使 う学習材 と しての ごみ

の実物 を班 ごとに準備す る。

ご み の し ま っ を 考 え 　rぢ 一「

○ 自分の持 って きた ごみ とごみの実物 を見 て

考え た ことを発 表す る。

・ごみの種類 や量 の多 さに気付 く。

・自分の家の ごみ と比べ る。

○ ごみの しまつ につ いて 自分 の考えを ワーク

シー トに書 く。

○班で話 し合い なが ら,

によ って分け る。

○ ごみの分け方 につ いて疑問点を見付け る。

Oク ラス全体 で話 し合 いなが ら,望 ま しい こ

みの分 け方出 し方を考え る。

○ ごみの しまっにっいての課題をっかむ。

○課題解決の ための方法 や手段 を考え発表す

る。

・ごみ集積所へ行 き調べ る
。

・清掃局や 区か らのお知 らせで調べ る
。

・家の人 に聞 く。

○ ごみの実物を提示す る。

O

さに 気 付 く。

べ る 。

自分 の考 え を ワ ー ク 04年 社会科 の こ

助 言 す る。

1ご み を 分 け よ う

ごみを しまっの仕方 ○一人 一人 の考え

る時は無理 に一

疑問点を見付け る。 確 認 す る。

な が ら,望 ま しい ご 0地 域班や家庭に

え る 。 いの あ る こ とを

の課題をっかむ。

や手段を考え発表す ○多様な課題解決

○用 いた資料を次

べ る 。 る 。

04年 社会科 の こみの学習 を思 い出す よう

意見が異な

る時は無理 に一っ に しな くてよい ことを

しまっの仕方 に違

○多様 な課題解決法を とるよ う助言す る。

○用 いた資料を次時 に持 って くるよ う伝え

児 童 の

ワー ク シー ト
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トレイ は こ こに ま とめ よ う。

ラップの刃 は危ないか ら取 ろ う。

評 価(観 点/方 法)

○ ごみに関心 を もち,ご み

の種類の多 さに気付 く。

(関/観 察 ・発表)

○ 自分 の 考 え を もっ こ とが

で き る。

(知/ワ ー ク シー ト)

○ 進 ん で,ご み を 分 け よ う

とす る。

(関 ・知/観 察)

○ 課 題 を っ か み,家 庭 で の

調 べ 学 習 へ の 意 欲 を もっ。

(関/ワ ー ク シー ト)

資 料

ごみの実物

(可 燃 ごみ ・

不燃 ごみ ・資

源 ごみ ・リサ

イ クルで きる

ごみ ・危 険物

再利用可能 な

物 な ど)

集積所 の写真

教 材提示装 置

ワー クシー ト

ペ ッ トボ トルや缶 も集めてい るね。

うちは牛乳パ ックは リサイクル に出すよ。

むずか しいな。 卵パ ックは ど う しよ う。

い ろいろな ごみがあるね。

タオルは燃 えるごみ?

まだ使えるのに もったいないね。

フー メンの入れ物 は ど うす る?
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事例2「 リサ イクルの仕方を体験 しよ う」(3/5)

ア 目 標 ・リサイ クルで きる物の回収場所が分か り,回 収 箱に入れ るよ うにす る。

イ 展 開

学 習 活 動

○ リサイ クルの仕方を体 験す ることを知 る。

教 師 の 支 援

○ リサイ クルで きる物を確認す る。

リ サ イ ク ル マ ッ プ を 作 ろ う

○調べて きた ことを発表 す る。

○ リサ イ クル で き る物 と,そ の 回 収場 所 を地

域 の地 図 に 記 入 し,リ サ イ クル マ ップ を 作

る。

・ペ ッ トボ トル ・牛 乳 パ ッ ク

・ビ ン ・缶

・発 泡 ス チ ロ ール トレイ

○ 店 や家 の人 に話 を聞 いて きた 児 童 に は,

発 表 す るよ うに促 す 。

0地 域 班 で作 業 を進 め る。

○ スー パ ー,コ ン ビニ エ ンス ス トア ー,公

共 施 設 に 回収 箱 が あ る こ とに気 付 くよ う

にす る。

リ サ イ ク ル で き る よ う に し よ う

○ リサ イ クル す る ため の 正 しい 出 し方 を 発 表

す る。

・新 聞 ・ペ ッ トボ トル

・牛 乳 パ ック ・ビ ン

・缶 ・発 泡 ス チ ロール トレイ

○ 実 物 を 使 って,リ サ イ ク ルで きる よ うに作

業 す る。

・ごみ の 実 物

・家 か ら持 って 来 たペ ッ トボ トル ,牛 乳 パ

ック,(缶)。

○ 次 時 は,

を 知 る。

リサイ クルの意義 を学習す る こと

○実物を使 って実演 させ,正 しい出 し方を

確認す る。

○継続 して用いてい るごみの実物の 中の リ

サ イクルで きる物は,仮 の回収箱 を用意

して,入 れ られ るよ うにす る。

○あ らか じめ,ペ ッ トボ トル,牛 乳パ ック

(缶)を 用意 させてお く。

○危険のな いよ うに注意 す る。

(ペ ッ トボ トルは必ずふ たを取 ってつぶ

す など)

○持参 した物 は持 って帰 り,近 くの回収箱

に入れ るよ うにす る。

○ 作業前後の容量の差に気付 くよ うにす

る。
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評 価(観 点/方 法)

○家で調べて きた ことを発

表 しよ うとす る。

(関/観 察)

○ リサ イ クルで きる物 とそ

の回収場所が分か る。

(知/観 察,リ サイ クル

マ ツプ)

○ リサイ クルす るための 出

し方 が分か り,発 表 しよ

うとす る。

(知 ・関/観 察)

○ 回収箱へ持 って行 くため

の準備がで きる。

(技/観 察)

○実践への意欲を もっ こと

がで きる。

(関/観 察,発 言)

資 料

○ 地 域 の 地 図

○ 絵 カ ー ド

(ペ ッ トボ ト

ル,牛 乳 パ

ックな ど)

○ ペ ッ トボ ト

ル,牛 乳 パ

ック,缶

○ペ ッ トボ ト

ルをっぶす

前 の物 とっ

ぶ した物

リサ イ クル マ ップ

地 域 の 地 図 に,回 収 場 所 と リサ イ クル

で き る物 の絵 カ ー ドを は る。

・レ 〆 .

シ

「牛 乳 パ ック は固 くて,切 り開 くの は

な か なか た い へ ん だ よ。 」

〈児童の感想 〉
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目

3例

ア

事

イ 展

「ごみ を 少 な くす るわ けや 方 法 を 考 え よ う」(4/5)

標 ・ごみ を 少 な くす るわ け を 考 え,そ の方 法 を話 し合 う。

・ごみ を 少 な くす るた め に 自分 の で き る こ とを 見 付 け る
。

開

学 習 活 動
「

教 師 の 支 援!評 価(観 点 ・方法 資 料

1ご み を 少 な く す る 方 法 を 考 え よ う1

○今 まで学習 した ことか ら ○環境の保護,資 源の有限 ○ リサ イ クノレの 必 VTR

リサイ クルの必要性 を考 性や埋立地の不足 などに 要性 に気付 く。 埋立地の地

え る 。 目が向 くよ うに資料 も提 (関 ・知/発 表) 図

示 す る。 再生産晶や

○ リサ イ クル マ ー ク な ど に 再利用品

も注 目す るよう助言す る。

○ リサイ クルの他に ごみを ○継続使用 してい るごみの ○ ごみを少な くす ごみの実物

少 な くす る方 法を考え, 実物を見て考え させ る。 る方法 を考え る。

班で話 し合 う。 ○多様な思考がで きるよ う (関/観 察) カ ー ド

○結果 をカー ドに記 入す る。 に他の実物 も用 意 してお

く 。

○各班 のカー ドを参 考 に し ○ お互いの考 えを比べ られ ○進んでお互 いの ワ ー ク シ ー

て ごみを少な くす る方法 るよ うに記 入 した カー ド 考 え を比 べ る。 ト

をみんなで確認 す る。 を提示す る。 (関/発 表)

.リ フ ォ ー ム し て 使 う
。 ○経験のあ る児童 に発表を (知/ワ ー ク リ フ オ ー ム

・無 駄 な物 は 買 わ な い。 求 め る。 シ ー ト) した物

・物 を最 後 ま で 使 い き る。

・修 理 して 使 う。 な ど

i自 分 の で き そ う な こ とを 見 付 け よ う1
●

○ 自分ので きそ うな取 り組 ○ 自分 の行動が残 るよ うに ○ 自分の生活を も 記録用紙

み を 考 え,記 入 す る。 記録 す ることを知 らせる。 と に,取 り組 み

○実践 の発表会 をす ること を見付 け られ る。

○少 しで もごみの減量 の努 を伝 え る。 (意 ・工/ワ ー

力や工夫 した ことの記録 ○新聞記事資料などや製作 ク シ ー ト)

を残 す ことを確認 す る。 品 も持 たせ るよ うにす る。

一12一



6.第5学 年の まとめと考察

第5学 年で は,環 境 に配慮 した地球 にやさ しい生活がで きるよ う,ま ず 「ごみ 」に関す る

題材 を取 り上 げる ことに した。児童 が 自らの生活 を見っ め,意 識を高め,自 分でで きる こと

を見付 け,継 続 して実践で きるよ う,研 究 を進 めた。

・指導計画の工夫

ごみの分別 を考え ることか ら始 めて,環 境 につ いて関心を もっよ うに指導計画 をたて た。

これ によ り調理実 習 での ごみ,袋 の製 作での布 地の活用 な どにっいて も意識 す るよ うに

な った。 また,リ サイ クル活動を しやす くす るよ う指導計画をたてたが,リ サイ クルを体

験す ることによ り実践への意欲が高ま った。

・導入 の工夫

児童 が 「お も しろそ うだ,や ってみよ う。」 とい う気持 ちを もっ ことが学 習の始 ま りで

あ ると考 え,導 入を工夫 した。 ごみの実物を使 っての体験活動で は,児 童の望 ま しい分別

の仕方に気付 き,興 味 ・関心 を もって,課 題 に取 り組 む糸口をつか めた。 さ らにごみの実

物 を1時 間 目か ら5時 問 目まで継続 して分別 した り,リ サイ クルに回せ る物を調べた りす

ることで,ご みを減 らせ ることが実感 と して分か り,興 味 ・関心が持続で きた。

また,ご みの埋立地の ビデオを見 ることで,児 童は ごみ減量が,緊 急の問題であ ると強

く意識 し,実 践へ の意欲 を もっ ことがで きた。

・学習活動の工夫

〈体験活動の工夫 〉

ごみ を実 際に分別 す る,リ サイ クルす る物 を回収箱へ持 って行 く準備 をす るなどの体験

活動 を通 して,リ サイ クルに関心を もち,自 分でで きることは実践 してい こうとす る意欲

を もっ ことがで きた。1時 間 目か ら5時 間 目までを通 し,可 燃 ごみ,不 燃 ごみな どが 自分

たちの努力で ごみ にな らず資源 にな ること,ご みを減 らせる ことが視覚的,体 験的に とら

え られ,実 践 化への意欲を もつ ことがで きた。 また,ご みに直接ふれ,ご みの減 量,リ サ

イ クルのための いろいろな方法が考え出せ,以 後 の実践 の 日常化 に役立 った。

自分 たちの暮 らして いる地域 に実際 に出て,リ サイ クルのための回収箱が どこにあるか

調べ,リ サイ クルマ ップを作 った。 この活動で,身 近 にた くさんの回収箱が ある ことを見

付 けるな ど,リ サイ クル活動 に取 り組む意欲 を もち,以 後の実践への意識が高 ま った。

〈グル ープ作 りの工 夫 〉

同 じごみの回収 日ごとに グループを作 り学習 した。 その ため,家 の近 くの リサイ クルの

ための回収 箱調べが取 り組 みやす く,実 践へ の意欲が高 ま った。 また,グ ループ ごとに ご

みの分別,リ サイ クルのための準備 な ど継続 的に行 ったため,児 童が課題 に向か って取 り

組 みやすか った。

その ほか,地 域 や学校の実態に合わせて,地 域 の方(例 えば,区 役所の方,保 護 者,地

域 で リサ イ クル活動を して いる方 など)を 招 いて,話 を聞いた り,リ サ イクル作品を作 っ

た りす る活動 も,児 童の意識を高 め課題を解決す るのに効果的であ った。

以上の よ うに,研 究 を行 って きたが,こ れか らも一人一人が意欲を もち,環 境 に配慮 し

た地球 にや さ しい生活 が実践 して けいるよ う研究を深めてい きたい。
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「第6学 年」

1.指 導計画 と評価規準

よ りよい生活 を 目指 して考え,判 断 し,実 践す る力 を育て るために,第6学 年で は次の よ

うに指 導計画 と評 価規準を作成 し,さ らに環境教育 との関連 を明 らかに した。

(1)家 庭生活 におけ る身近な環境問題 について考え,環 境 に配慮 した生活がで きるよ う,ど

の題材 にお いて も環境教育 と関連す る学習を取 り入れた。

題材名 ノト題材名 酬 指導内容

よりよい家麟 話
をめざして(4)

家庭とはどんなところだろう
生活時間を見直そう
地球にやさしいくらしをしよう

(事例1)

1

2
1

自分の生活時間の見直し・協力するための工夫
野 調 間の有効な使い方の工夫
環境を考えた生活の見直し

わたしたちの食生
活(8)

どんな食事をしているのだろう
ごはんとみそしるを作ろう
こんだてを作ってみよう

楽しい食事をしよう

1
4
2
1

米やみその栄養と特徴 ・一食分の分量 ・ご1まんとみ
そしるの調理法 ・みそしるの材料の組み合わせ
盛り付けの仕方 ・配膳の仕方 ・食事の仕方
一食分の献立 ・栄養を考えた食品の組み合わせ

生活に役立つエプ
ロンやカバー

(12)

身のまわりにあるエプロンやカバ
ーをさがそう

世界にひとつのエプロンやカバー
を作ろう

1

11

使用目的 ・形 ・作り方 ・製作計画

採寸 ・大きさの決め方 ・型紙の作り方
布の見積もり・材料の選び方

型紙のおき方 ・裁断の仕方
手縫いやミシン縫いの活用
目的に応じた縫い方 ・簡単な装飾の工夫

夏のくらし(8) すずしい住まい方を工夫しよう
夏休みにできることを考えよう

1
1

すずしい住まい方の工夫 ・すずしい着方の工夫

環境にやさしいくらし ・夏休みの実践

夏 口夙をしよう
(事例2一 ①)

地球にやさしい洗たくを考えよう(事例
2一 ②)

洗たくをしよう
ほころびを直そう

1

2

2

1

夏休みの実践報告

環境を考えた洗濯の仕方 ・洗濯の必要性

洗濯に必要な洗剤と用具・手洗いと洗濯機洗い
ほころび直し

くらしと買い物
(4)

買い物のしかたを考えよう
商品の選び方を考えよう
買い物とくらしを考えよう

1
1

2

目的にあった品物の選び方
買い物の仕方
計画的に金銭を使う工夫 ・金銭収支の記録の仕方

調理のくふう
(10}

粉ふきいもを作ろう
魚や肉の加工品を調べよう
調理のくふうコンクールをしよう

(事例3)

まとめよう ・生かそう

2
2
5

1

じゃがいもの栄養と調理法
魚や肉の加工品の種類と特徴・選び方
じゃがいもの調理・魚や肉の力旺 品の調理

環境にやさしい調理の工夫

冬のくらし(6) あたたかい着方をくふうしよう

明るい住まい方をくふうしよう
暖かい住まい方をくふうしよう

地球にやさしい冬のくらしを考え
よう

1
2

2
1

暖かい着方の工夫

住まいの働き ・明るさの工夫 ・採光や照明の工夫
日光の利用 ・暖房器具の安全な使い方 ・換気

環境にやさしいくらし・冬休みの実践

これからの家庭生
活(10)

家族と協力して生活しよう
家族へのおくり物を作ろう
地球にやさしいくらしを考えよう

1
4
5

家族の協力の大切さ
既習技能を生かす活用の仕方の工夫
環境にやさしいくらしを継続しようとする態度
近隣の人 や々地域や社会に目を向けた生活

楽 しい会食(8) どんなときに会食をするのだろう
自分たちで計画を立てよう
会食の調理をしよう

1
3
4

会食の意義 ・会食の目的と会食のもち方 ・会食にふ
さわしい献立 ・材料、分量、買い物の計画 ・係分担

会場作り・盛り付けや配膳の工夫 ・会食の仕方
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② 身近な環境問題 につ いて考 えた ことを継続 して実践 し,ま た,次 の学習の ステ ップにな

るよ う指導の工夫を した。

(3)評 価規準 に環境の視点 を加え,一 人一人のよ さを評価 し支援す る工夫を した。

評価の観点、◎関心・意欲・態度 ◇創意工夫 ☆技能 ★知識 ・理解

環境教育との関連項目と指導の工夫 響
地球にやさしい家庭生活 導入を工夫し家庭生活に ①団らんや仕事など生活時間の有効な使い方を工夫し、家

おける身近な環境問題に 庭生活に協力できる。◎◇★
段沁 をもつ。 ②身近な環境問題に関心をもち、よりよい生活をしようと

する意欲をもつことができる。◎◇

無駄のない調理 材料の選び方や量、後片 ①ごはんとみそ汁に必要な材料の分量が分かり、計画を立
水の適切な使い方 付けの仕方など環境に配 てて手順よく調理ができる。☆★
ごみの始末 慮した調理をするように ②望ましい食事の仕方が分かる。★

意識をもつ。 ③栄養を考えた食物のとり方が分かり、一食分の献立を作
ることができる。★

④環境に配慮した調理の仕方を工夫できる。◎◇

カバーを使うことの意義 リフォームによる製作を ①使用目的に応じた形や大きさの決め方が分かり、簡単な
布の有効利用の仕方 工夫した り、余 り布を有 エプロンやカバー類を製作できる。◎◇☆★

無駄のない戴断 効に活用する。 ②布をうまく利用し、無駄のない製作ができる。◎◇☆
布の再利用

省エネルギーの夏のくらし 身近な環境問題について ①夏の住まい方の工夫が分かる。環境に配慮した夏のくら

地球にやさしい家庭生活 夏休みに課題をもっ。 しについて考え、実践することができる。◎◇★

洗剤の使い方 地球にやさしい洗濯につ ②夏の適切な着方が分かる。★
水の使い方 いて考え、実験を取り入 ③日常着の手入れの仕方が分かり、洗濯およびほころび直

れた体験学習をする。 しができる。◇☆★

④環境に対する意識をもちながら洗濯をすることができる
◎◇☆★

目的に合った買い物の仕方 調理実習の材料の買い物 ①物の選び方や買い方を考えて、適切に購入することがで
リサイクル商品の活用 を通して、無駄のない買 きる。◎◇★
エコマーク等の表示 い方を考える。 ②金銭の使い方と記録の仕方を工夫することができる◇★

無駄のない調理 買い物 ・調理 ・片付けの ①じゃがいもの調理 ・魚や肉の加工品を使った調理に必要

水の適切な使い方 すべての場面で環境につ な材料の分量が分かり、計画を立てて手順よく調理ができ
ごみの始末 いて考え、調理の工夫コ る。◇☆★

ン クール をす る 。 ②盛り付けや配膳を工夫できる。◇☆
③環境に配慮した調理の仕方を工夫できる。◎◇☆

目的に合った照明 ・採光 学習したことを生かして ①冬の住まい方の工夫が分かり、換気をしたり、暖房器具
省エネルギーの冬のくらし 冬休みに環境に配慮した を安全に扱うことができる。◇★
地球にやさしい家庭生活 暮 らしを工夫する。 ②採光のための工夫や照明の仕方がわかる。◇★

③環境に配慮した冬のくらしにっいて考えることができる
of

地球にやさしい雛 活と 牛享い ックや布を再利用 ①家庭生活に役立っ簡単な物を製作し、活用できる。◇☆
地域の環境 して、家族へのおくり物 ②近隣の人々の生活を考え、環境を清潔にしたり、騒音を
布の再利用 のメ ッセージカードを製 防止したりする必要性が分かる。◎◇★
牛孚い ックの活用 作する。 ③環境に配慮した生活iの大切さが分力・り、実践しようとす

る態度を身に付ける。⑥◇

無駄のない会食の準備 環境に配慮した会食の計 ①家庭生活における会食の意義を理解し、計画を立てて楽

水の適切な使い方 画を立てる。 しい会食ができる。◎◇☆★
ごみの始末
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2.実 践事 例

事例1児 童の 関心を高め るための導入の工夫

小題材 名 地球 にや さ しい くらしを しよう 「ビデオ レターが届 いたよ」1

小題材 の 目標2

・環境 を守 るために 自分ので きる ことがわか り,一 年を通 して実際 に取 り組んでい こうと

する意欲 を もっ ことがで きる。

研究主題 にせ まるたあの工夫3

① ビデオ レターを導入 に使 うこ とによりJ児 童の意欲 ・関心 を高あ る。

②学習 カー ドを工夫 し,一 人一人が今す ぐで きることを考え,継 続 して実践 していけ るよ

うにす る。

本 時の展 開4

学 習 活 動

一
教師の支援 ・留意点 *評 価

本 時の学習 内容 を知 る。 ・新聞記事を紹介 し,環 境 に対す る関心を

喚起す る。

資料など

実 践 で きる こ と を考 え る。

・ビデ オ レタ ー を見 る。

・感 想 を 話 し 合 う
。 ・

・環 境 を守 る こ と とは どん な こ とか イ メ ー

ジが もて る よ うに す る。

・友 だ ちの 実践 例 や5年 生 の と きの 学 習 を

もと に,自 分 もで きる こ とをや って み よ

うとい う意 欲 が もて るよ うにす る。

新聞記事

ビデ オ レ ター

3

「地 球 の た め に,自 分 の たあ に,今 す ぐで きる こ と」を 考 え よ う。

拝

t

・地 球 を 守 る た め にや って

い る こ と,や りた い こと

を 具 体 的 に 書 く。

・主 に学 校 で み ん なで で き

る こ とを 考 え,短 滞 に書

いて 発 表 す る。

・ヒ ン トに な るよ うな もの を提 示 し身 近 にr学 習 カ ー ド

す ぐで き る こ とに 気付 くよ うにす る。

・*自 分 に で きそ うな こ とを考 え る こ とが で

きた か。

・一年 を通 して学 校 で も実 践 して い くこ と 短冊

を 確 認 す る。

*実 践 して い こ う とい う意 味 が もて た か 。

5考 察

・他校の児童の実践 を知 り,さ らに自分た ちも取 り組 んでい こうという意欲を もっ ことが

で きた。

・学期 ごとに自己評価 し,書 き加え られる学 習 カー ドを工夫 したことによ り,児 童 は自 ら

の取 り組みを見直 し継続 して実践 してい こうと した。

一16一



事 例2一 ① 児童の 自主学習を生か した課題解決 的な授業の工夫 、

小題材名 夏休みの実践報告を しょう3/81

2小 題材の 目標

・夏休み 申に実践 したu地 球 にや さ しい くらし方"を 報告 し合 い,一 人一人 の生活体験を

みん なの生活体験へ と広 げて い くきっか けとす る。

研究主題 にせまるための工夫3

①夏休み に自分な りにで きることを考え,チ ャレンジしてみよ うとい う課題をなげかけ るこ

とによ り,生 活の中で 実践 していけるよ うにす る。

②一 人一 人の実践 を報告 し合 うことによ り,互 いの よさを認め合い,さ らに自分がで きそ う

な ことを考 えていけ るよ うにす る。

4実 践例

① 夏休 みの親子 リサイ クル教室 ②家庭科新 聞

(地 域の人材 活用)(最 新情報 の活用)

〈環 境 カ ー ド〉

廃 こ宙ノブ、ら石!ん を作 うろ〃 ③

鯛t日 婁鉢 響 しン ジ 奏寿訟

再瞭 浸 体 斜 て卸.ソ ジ,ヒ 、

施 発 観 赴 拙 炉=・{蕪:田

が ら石け縫 作 暇 、揖 け{塑わ て作

語 のマ`dh・靴 恩 い潟 .紳 ・}人

しt・kの1"く 七 彬 駿 鰯 と⑩
二堺 窒喩もっげ托㌧}していま依 。》フ

鴛し〔‡tali、 ラ水 のく9っ千ζ〈壕しマ

よう 、、1=。

払Mわ りii'しIZレ げ ん の む だ ド 専

bか う これ 炉ら 噴前r,い め ド 臣 ら レ・

・Yい 導 し 索,聴 か ら 剃 熔 況 ・

に 権 マiけ わ ヒ 海k;eκ 汽 そ.1

瀞 バ 蘇 か くイみ1け わ の ■・噂 き

つ 職 い ヒ尾 い れt- ,,

ぼ

二
の

㍗謎

で

鴛 鱗 繍雌
鑑

せ

ヘ
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》
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～
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ヤ
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梗

.t
今

黙

い
ど
思

、2
斜

5考 察

・夏休みの実践を報告 し合 うことで,互 いのよさを認め合 い,さ らに 自分がで きる ことを

考え,実 践への意欲 にっなが った。
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事例2一 ②

1題 材名

2題 材の 目標

児童の自主学習を生か した課題解決的な授業の工夫

夏の くらし 「地球 にや さ しい洗 た くを考えよ う」5/8

・日本の夏の気候の特徴を知 り,涼 しく暮 らす ことがで きる。

・衣服の涼 しい着方が分か り,工 夫す ることがで きる。

・洗た くの必要性や衣服 に適 した洗 た くの仕方が分か り,日 常着の洗 た くがで きる。

・衣服 の ほころ び方 とその原因が分か り,簡 単な ほころびを直す ことがで きる。

・身近 な ことか ら実践 し,環 境 に対す る意識を高め ることがで きる。

3研 究主題 にせ まるための工夫

① 夏休み中の 自主学習を生か し,水 を汚 さない ・無駄 に しない洗 た くにっいて考え られ るよ

うにす る。

②児童が考えた課題解決の方法で実験を行 うことによ り,一 人一人が地球 にや さ しい洗 た く

について発見 して いけるよ うにす る。

4本 時の指導展開

(1)本 時の 目標

・自分た ちが考え た方法で実験す ることがで きる。

・実験の結果か ら地球 にや さ しい洗 た くの仕方を考 え ることがで きる
。

(2)本 時の指 導

学 習 活 動

グループ ごとの実験の 目的,内 容を確認

す る(カ ー ドに ま とめ黒板 に貼 って お

く。)(5分)

(水 だけで洗 う お湯を使 って洗 う)

(洗 剤を規定量使 う た くさん使 う→

汚 れの落 ち具合を比べ る)

(合 成洗 剤 と石けんで,汚 れの落 ち方

を比 べ る)

(溜 め水すす ぎと流 し水すす ぎの水の

量を比 較す る)

(手 洗い と洗濯機洗 いとの比較)

(ブ ラシや洗濯板で洗 う)

グル ープ ごとに実験をす る(30分)

グル ープ ごとに実験の結果を ま とあ,発

表す る(感 想 も含めて)(10分)

(水 より,お 湯の方が よ く落 ちる)

(洗 剤をた くさん使 うと,あ わが た く

さん 出て しま う)

教師の支援 ・留意点*評 価

・実 験 の 内 容 に 合 わ せ て ,グ

ル ー プ を編 成 して お く。

資 料

・必 要 と思 わ れ る用 具 を そ ろえ

て お き,児 童 が選 ぶ ことが で

き るよ うに す る。

・実 験 の 仕 方 を確 認 し,安 全 に

実 験 で き るよ う助 言 す る。

*目 的 に応 じ,協 力 して 実 験 ・

観 察 を して い るか。

・グル ープ の 発 見 が ,ど の よ う

に地 球 にや さ しい の か を確 認

で き る よ う にす る。

ワー ク シー ト

水 タ ン ク

塩

洗 い 桶

簡 易 式流 し

ビー カー

ポ ッ ト

ハ ンカ チ

くつ 下

石 け ん

合 成 洗 剤

石 け ん 洗 剤

「使用量 と洗

浄力の関係」

の グラフ
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(規 定量を守 った方が よい)

(溜 め水の ほうが,少 ない水で すすげ 川や海を汚 さない。

「生活排水の

汚れ の内訳 」

る)

ブラ シや洗 濯板 を

水がむだにな らない。 の グラ フ

(手 洗 いを した り,

使 うと水だ けで もあ る程 度汚 れは落 *地 球 にや さ しい洗た くにっ い

ち る) て,考 え見付け ることがで き

た か 。

5授 業 の考察

・夏休 みの生活体 験を基 に一人一人が課題を もち,実 験 に取 り組む ことがで きた。

・児童 が考えた,課 題別 グル ープで実験を行 うことによ り,地 球 にや さ しい洗 た くの方法を

発見 す ることがで きた。

・洗 た く後の排水 にまで 目を向 けた児童 もお り,意 識の高 ま りが感 じられた。

く学 習 カ ー

環 境 に や さ し い 洗 い 方

ド〉

〈 実 験 し た い こ と 〉

水 ヒ洗 萎リで蕊 ちろのヒ1おi島 七ヲ先 要1

焉 貼 の,IW秘 拭1抹 い1返 る紘
〈 準 備 す る 物 〉 比 べ1・

・〈 っ しt

・洗 刻

融隷 稚 魎 謹監,、、鑑
置

喚 蕊 し拙 、る。
、フ虹で 扶 ろ ρ

,お ラ晃 で1亨先 う 。

P<ち ぺ ろ 。

〈予 想 〉

>1<で 驚ラ失.セ ほ ろh1"

き れ い1,な る ヒ 駄・ろ 。

〈 結 果 〉

齢 渦 でt洗,ち のほ うh怜 ね 、に+み ち ・
ブkで挽 。セ ほろ1素+押 な 七、キ拘 セ

く ま と め.感 想 〉 擢 ら ぼ 払 ナ'o

フkて雛 轟 のし煽 。コろ燐 彪1,t。

ヲ失 芸唄才 歯 腕な 匠 ノゲ な ぐて圭 キ》}tい巨 な ろ

あし†三f鱒とZ《1～ ぐ り しナAO

実験後に行 った洗濯実習での感想 ・新聞

〈環境 カー ド〉

〈洗 た く 新 聞 〉

衣 履 の取 リあフか い ば、湘 厚の横 てあ多表示を
見九ぱ'わ∂'{5.

固
耀 鰍 羅 総 鉢駅 つ・・て臼棚
;先いゆyて き5

1ご1礁鶏 擁 雛鷺 ソ
械 日区ば月嫡 フハ ・k

ぎをフけ価 ・たりた

継 麗盤 繋
易綾 いラ=ご伽
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事 例3体 験 活 動 を 工 夫 した 課題 解 決 的 な学 習

(1)題 材 名 調理 の くふ う
.・.i'

(2)題 材 の 目標

・さ ま ざ まな 調 理 方 法 が あ る こ とを 知 り,意 欲 ・関心 を もち,お い しい料理 を作 ろ う とす る。

・じゃが い もや 魚 や 肉 の 加 工 品 の 特 徴 や調 理 の仕 方 を知 り,調 理 法 を 工 夫 す る こ とがで き る。

・必 要 な材 料 や 分量 を 考 え ,予 算 内 で よ りよ い買 い物 が で きる。

・ 「エ コ ク ッキ ン グ」 を 工 夫 し,買 い物 や 調理 実習 に生 かす こ とが で き る。

(3)研 究 主題 に せ ま るた め の 工 夫

① 児 童 の 考 え や 工 夫 を 生 か した コ ンクー ル を 設定 す る こ とに よ り,主 体 的 に学 ん で い け るよ

う にす る。

② 夏 休 み の 児 童 の チ ャ レ ンジ カ ー ドを 生 か した 「家 庭 科 だ よ り」を 作 り,「 エ コ ク ッキ ン グ」

を して み よ う と い う意 欲 ・関 心 が もて るよ うに す る。

③ 学 習 カ ー ドを 工 夫 し,自 主 的 ・計 画 的 に実 習 で き るよ うに す る。

④ 児 童 が 考 え た 調 理 が 成 功 す る よ うに,「 家 庭 科 だ よ り」 を作 って 支 援 す る。 また,ど の班

に も,そ れ ぞ れ の よ さ を認 め た賞 を与 え 評 価 す る。

(4)学 習 計 画(10時 聞)

じゃが い もにっ いて 知 ろ う ・粉 ふ き い もを 作 ろ う …2時 間

魚 や 肉の 加 工 品 を調 べ よ う ・買 い物 の 仕 方 を考 え よ う …2時 間

調 理 の くふ う コ ン クー ル の計 画 を立 て よ う …2時 間

調 理 の くふ う コ ン クー ル を しよ う

ま とめ よ う ・生 か そ う

ポテ トのチーズ焼 き

…3時 間

…1時 間

や ったあ一。

完成だ!

じゃがい もの

皮 はうす くむ こう。

〈夏 休 み の チ ャ レ ン ジカー ドか らエ コ ク ッキ ング を呼 びか け る家 庭科 だ よ り 〉

洞 理 の 工 夫 コ ン ク ー ル
く め あ て>

1,「 じゃがいbtや 「肉や魚の加工食品」を使って翻理の仕方を工夫し、時閥内に

協力して料理を作る。

2,買 い物の計頁をし、予算内で買い物を行い、買い物カードに詫入する◎

3,エ コクッキングを工夫する◎

エコクッキングについて、みんなのチャレンジをのせておきまず。、

・ゴミを少なくする工夫・'・ 捨ててしまう部分も工夫して使うゆ
一 寅濠ゴミはリサイクルする

。

玉ねぎの皮は染め物に演うo

・水を汚さない工夫… 油はふきとってから洗う。

夢齢

魔法のt_わしを使う。{重 組の看渡君のお母さん ・5年1組 の

山田さん ・交通指導員の中里さんからいただいた優れ物です)

各堤でよく考え、他にもいろいろ工夫してみてください。

/

T・ミ 出tな い つ。リ ン

薫耀lll糠き㌦ ㊧
zロ ロ

↑ 駒F"4佃'牛 乳 …3n,っ ・ 嶺

鑑 嚇 ・・`。3・'・ ・う・・セ・ス..ナ れ轟げ

;撒講 蹴 璽 恥

難騰講
馳・てい†=d9.t`y・ かし杁 桜

ゆ蹴 蕊いしカ㌧、硬 ＼隷
勾 ㌔いa#。

《瞑り人 か5》

`くアリゆ 仔,岬.〃Olヲ

7;γ`79り い.'・'胡 町

し,賦 【み川 ち,ち ～電'

9h1二.

く キヤ フチフレ　 ズラ

資源 プミをりサイクルへ
くヤ っヒ ニと ロコ ベたニ とラ

4や,t_二r

灘難 響
苓鰯 ぺたこと

ご=鴨 イ冠 口 気しr(い 石力、

叢叢轡欝轍 繰轟
鑓鵬 嬬 蝋継

くEYめ コsu

ナ繭 偉 いこと
曾.て 頭.緬 、糺t
F_

く寵oム ← ら♪

こ1陶 」も ゴ ミt=41c.F

聾.c .換冒 町 こ7,・1・り

に 亨陰噛1、蓄㌻ ≡斤 罵 喰いい

n73r・1;1駄b「7hい ㌧

廼"り,

一20一



〈児童の発想を生か した学習 カー ド〉 〈実習後の ごみの分別 と自己評価の カー ド〉

ヲ零一マ湘
7擁

、マ{z,

ぷ 升 、
"廟 ケ・痔 》げ

茜 力"イモ 吻 魅 晦 れ
りゆばボ ふく

餅 桐才
墜ヒや脳 ・¢?mt伽

it魔,覇

王挺"享認 こ㌻3雛 黙 騨鯉

(1驕癖 濯 辮 環曲
汐刀こト:薯窟 雲

'こしめ ・"ウセ

～」&h.L.の とoを

dlrrE・.F-S .・火張 壱
「,5 .

〈環境 カー ド〉

7`ミ1て 塩 を η1† て

綱 理 の 工 夫 コ ン ク ー ル

じ卿 傾rの 媚 達 の肇1い着 スーつ。

1.自 己評価 しましょう。(Oを つけましょうg)

ILLod'。 もや加工食。。轍 。生、.し煽 理。工夫で,創 ⑳ 一 もう少し

2翼 い物の仕方、買い物カードの書き方はどうか。 璽)一 もう少し

3.エコクッキングができたか。 ⑳ 一もう少し

2.ご みの分け方を考えよう。

生 み 燃えるごみ
に 」 島 コンリメの 踊

し・やが い 毛
の 皮

はえないごみ

ヒ・ニル 袋

寸tうン」ラ,りつ9

　ぼゴミ

件宰し眠rりワ

kし 一

ごみをもっとYな くするエ　を　えましょうり

E・しニノし桀1兎 あ・店 占、ら、毛b'hな ㌧、o

望予薬 な∋先 うA寺!k塁 出 しす寺"乏£い9

氏し一正まりサイηノししマ杜i芳七■

3コ　 をぐきましょうコ くヨつのめあてはもめ できたかな.>

し励 騨 も十 力肛 食dotttニぐ机 イ吏えt-o

買い物1赴 岡 壌 駐 肺 な、・「叛kあ ろ恥 物 袋

をイ瑳。㌔。
1・kし・燧 買う嚇 黙 な い上うiマ1本、境 ,1い 肘 嫌

貿,だ。

ベーコンガ導〉・っコい熱 よし_1± リサイワル 皇マ出 しt;

お動 洗 ち時 魔 法のト机 韓 い
.7k望 か し。tま・枇kしfj

い上う1マしナマ

胆6日 調 理 の工 夫コソワー几

緊い物 を しセ 時 は、量 を 考 気 て 買い

まし仁 。あ ま弓な いよ う`=気 をっ けま し

†㍉ コ送ミは!圭コ1iミ、もえろゴ!ミ、なヒ1'今ラ

男りしまし十ζ。あ≒ぎ缶は∴リサイ∫7ノむLて牡ゴし、

生 つ"ミ懸 鍛 室 の 裏で 懸 して琵 レ、、

購驚鰭欝聡

王麗 ノ寛1て 受 い 吉周 理

〃月ク日 調 狸 の 工 夫 コン・7一ル

ラ私 は、マカロニ が 人,て いt

カ ンを リサイクル しま した
0

しめ 寺 圭 洗 う 爵 ば 「縁 ヨン
」

を イ1き.-Z=∈、な カ＼ナよ噸力＼ シ由よ=ゴ

れ フうV'蓮 《ちな か うtrtとu、 じょい

ラ由 力＼ろ イ乍 っ≠・石 けん ・をイ吏,プ乱

5、ラ由よ ご れ カ〉キ しイ1こ麸 ちま しr=

ノ少 な ㌧・ コいミ ノtご未撃← チ望右Lし Qヒう

朋 ワ・ 調 狸 の 工 夫 のコ》7一ル

少 な い ・ゴミで 来十iE望・をする こと`オ.

、言構 た い へ んでLt・ じ輔 』暁

の ヵ・わ で 毛 うすくぎ。セ リ フ易 鮭 ノ

の箱 糀 まね ぎ'のか わ 競 ・ぱ.

oRリ サ イクノLに ま ナ)した のて・・

あ ま リゴ ミが'で な くて上孤 たで ず

(5)考 察

・コ ン クー ル に 向 けて 目的 意識 を もち,じ ゃが い もや 加工 品 や 買 い物 につ い て調 べ た り考 え

た りす る こ とが で きた 。 また,そ れ ぞれ の 班 の よ さを 認 め 合 う こ とが で きた 。

・児 童 の 夏 休 み の チ ャ レン ジ カー ドを活 用 す る こと に よ り,「 エ コ ク ッキ ング」 を 身 近 な も

の と して 考 え 計 画 す る こ とが で きた 。

・買 い物 ・調 理 ・片 付 け のす べ て の 場 面 で,環 境 に つ いて 考 え 実 践 す る こ とに よ り,児 童 自

身が 成 果 と課 題 を確 か に つか む こ とが で きた 。 課題 は,生 活 の 中で 取 り組 ん で い け る よ う

に 支援 した い。

・ 「児 童 の 発 想 を生 か した計 画 カ ー ド」 「作 る手 順 を書 くタ イ ム テ ー ブル の カー ド」 「実 習

後 の ごみ の 分 別 と 自己評 価 の カ ー ド」 な ど学 習 カ ー ドを工 夫 した こと によ り,意 欲 的 ・計

画 的 に実 習 に取 り組 む こ とが で きた。 ま た,評 価 や 支 援 に も役立 った。

・授 業 と授 業 を結 ぶ もの と して 「家庭 科 だ よ り」 を発 行 す る こ と は,児 童 の 関 心 を 高 め,支

援 す る方 法 と して 効 果 的 だ った。
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3.参 考 資 料

(1)学 校 行 事 と結 び っ け た リサ イ クル作 品 の 工 夫

牛 乳 パ ッ クか らカ ー ドを製 作 した。 簡 単 にで き,環 境 に っ いて,身 近 な と ころ か ら自分

にで きる こ とを 実 践 して い こ う とす る意 識 を もた せ る うえ で効 果 的 で あ った 。 この カー ド

を,展 覧 会 の 作 品 に っ け る メ ッセ ー ジカー ドと して工 夫 させ たが,学 校 行 事 と結 び 付 け る

こ とで,目 的 意 識 を もち,意 欲 的 に取 り組 む こ とがで きた。

熱湯 につけて3日 間おいた牛乳

パ ックの両側の シー トをはが す

あて布 を して アイ ロ ンで 布,色 画用紙 などを利用 し

乾かす てメ ッセー ジカー ドを工夫

② 児童の学習 カー ドか ら

〈事例1の 環境 カー ド〉

膿 驚 ること 輪
。( )

環 境 を 守 る た め に で き る こ と 工学期 2学期 3学 嬬

些 は すぐ招 鴛 ∬、で 次療 砂にとヴヱ五 之 D

生 コ奨 苞 工04に メ撫.肥 翌 ⊥ す多。 0 Q

吉新欄 彦必ゴ⊥ 0

広aの 裏 の自 い 所 ち 旬 ク7メ ¢ に 移 O

爪 ち 使 、、すぎ・だ い 0

よン紹 敷 譲 ぐだ読 ダズル 甑 台ふξに立灸 D

は っlaう ズ・ケQ'ル 多 ズ ーハ σ'1ご 諺ウzい く O

お米o蹄caを 植 蜘 こヤ多 0
ク'チ が ど魅IJあ ま り硬 い ずぎ・・ノaい 0

やっていることにOや りたいことにOを つけましょう.

1c月2佃 特 し鴎 ワを輯 棚 ㌧口 が ド'押 〕

感 想

牛乳 ハ㍉ 伽 恥 一ド陸 詐 るのtま 意 外 と

麟 唄k費 樋 瞬 ふ易 の画 用紙

"似 マ味 のプ、、贈 い ㌦7ヒくは、いh紙 遠
嚢.マいろ人キぐなh恐 、いま庶 、そキ＼望そのま

弐糟 η し蒙うり 電 つ 汽1、†～1、めマ覧＼ リサ
イη1毘 じhl、fA」 恐 い 受 し↑て

.

〈1年 間 を通 して記録 した環境 カー ド>

M
ひ と り ひ と り が 気 を つ け て き れ い な 地 球 を 守 ろ う

①流しは海の入 り口 ②魔艶 炉けて糠 身

ワ月11aオ リシいす'しn:,,ス し'イ乍 り

丁 シャ"ノが ちワ》シコソ 予 きんちヤく餐

が 戯マ時 ろ ミと敏 ロ・た。

牛 多し,、oい'マiきイ壷,-i}、 「ナナきイ乍る

灘 凝 瀦 ミ楓 ろ
ロ

物'畷 わちので 蝋 が 暁 、
いろ、＼ろ ナよ君悔匁イ乍りトごい。

③地球莞守貿 ゴミ竜颪ぢ項う

9月 』日 軌 融 ヤ ・..堤 会

灌霧雛鳥騨婁識

蕪叢蕪
て許㌔ぢ元気、マ大寺く有ちまL桜 。
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④瓢 く椥 守洗 いの邊 い

舶 ろ・ 洗kの 実習

き㌔だ い笥窃 な毛佐、、'r";しりと、洗 一
く櫻 上し}毛き熱、・、マなろ=Yが'笏
"、派 。

洗 悔∠機 は惣 ぐんの量勢 劾 ヒ

ぎ1士樹 帽'け 縦 寸老輪 蝋 て洗 う
ので け.4う脆いの方が泳 返あiま、}獲
け3い ので ・kの節 紳 て損 ∫ろ、

⑤環 境k、 、い調 理

11月ワ日 毒i陰t三塗のzコ ンリ_}し

靴 鰍 静器脇 協
たまねぎ破 ば 杞蓋わぎ 染め1二

働礁 撫 籔 側,、
ノし 、てこ出,し ナヒごV

観 雛 糠k、 厩 惨し寸搬
いで軌 榊 十ゼ すめ に しt;。

4.「 第6学 年 」のまとめと考察

第6学 年は,年 間指導計画 の もとに,全 領域で環境問題 に目を向け られ るように した。

そ して,児 童の意識を高め,少 しで も自分 にで きることを増やすために,授 業実践を行い研

究を深めた。

・導入の工夫

第6学 年で,環 境問題の学習を進め るにあた り,「 ビデオ レターが届 いたよ」など他校

の実践例を導入 に用 いた。児童 は 「自分 もで きることをや ってみよ う。 そ して返事を出そ

う。 」 と興味 ・関心 を示 し,意 識を持続 させ るのに役立 った。また,夏 休みの児童の実践

を洗 た くの学習 の導入 として活用 した ことによ り一人一人が課題を もち実験 に取 り組む こ

とがで きた。

・学 習カー ドの工 夫 と活用

「一人一人が気をっけて きれいな地球を守 ろ う」 とい う環境 カー ドは年間を通 して記入

し,関 心,意 欲を持続 させ ることによ り環境への意識を高あ るのに効果的であ った。また,

「環境を守 るため にで きること」の カー ドを学期 ごとに記録 し,自 己評価す ることで,児

童 自 らが環境への取 り組みを見直す ことがで き,教 師 もカー ドを見て適切 な支援を行 うこ

とがで きた。

・課題解決 的な体験学習の場 を多 く設定す る。

「地球 にや さ しい洗 た くを考 えよ う」で は,夏 休み中に実践 した環境問題 に対 す る取 り

組 みを土台に し,児 童一人一人 が課題 を もって学習 に取 り組 み,ど うした ら 「地 球にやさ

しい洗た く」がで きるか,考 え実践 す ることがで きた。

また,「 調理の くふ う」で は,環 境 に配慮 した買 い物か ら調理,後 片づ け とい う一連の

調理実習 を通 して,自 分 な りに工夫 し,実 践 す ることがで きた。 さらに,コ ンクールを行

うことで,目 的意識 を もって取 り組む ことがで き,「 エ コクッキ ング」を身近 に考 える こ

とがで きた。

その他に も,牛 乳 パ ックを リサイ クル した作品づ くりと して展覧会の作品 にっけ るメッ

セー ジカー ド,謝 恩 会の招待状 やプ レゼ ン ト,子 ど も祭 りの作品などは児童 に身近 な とこ

ろか ら自分にで きることを実践 してい こうとす る意識を もたせ るうえで効果的であ った。

このよ うに学校行事 と結び付けた教材 の工夫 は,児 童が 目標を もって取 り組む ことにな り

意欲 も高 まった。

以上の よ うに学習を進 あて きたが,一 人一人が意欲を もって実践 していけ るよ うに今後

も工夫を して いきた い。
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IV研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

本年度 は,環 境教育 を通 して,よ りよい生活を 目指 し,考 え判断 し実践す る力を育 て るた

めに,主 に学習活動の工夫 につ いて研究を深あた。

1「 第5学 年 」のまとめと成果

① 環境教育 の導入 として,ご みに関す る題材を取 り上げた。 ごみの分別や リサイ クルに出

すや り方 の体験 を した り,リ サイ クルマ ップを作 った り した ことにより,興 味 ・関心や意

欲 を もって学 習する ことが でた。 ごみや リサ イクル に関す る言葉 や知識が理解 と結 び付 き,

自分 の生活 に合 った実践 がで きるよ うにな った。

② 家庭 での調べ学習 によ って,身 近 な地域 を,ご みの収集 ・リサイ クル品の回収 とい う観

点 か ら見直す ことがで き,環 境 問題への児童の意識を高め ることになった。

③ ごみの実物 を使用 しなが らの学 習で,一 人一人の課題 も見付けやすか った。全時を通 し

て同 じごみの実物を使 った ことによ り,分 別か ら収集場所 ・回収場所調べへ と学習の課題

を発展 させ ることがで きた。 さ らに,そ れ らの ごみの実物 は,無 駄 な消 費の見直 しや物の

大切 な使 い方,不 用品の有効利用な どの具体 的な考えを児童か ら引 き出す ことがで き,環

境 に優 しい生活を意識 し,実 践 しようとい う意欲にっなが った。

2「 第6学 年 」の まとめ と成果

① 他校 との交流を取 り入れ た り,一 人一人の取 り組 みを紹介 し合 った り した導入の工夫や,

継続的 に行 った ワー クシー トの記録,学 校行事 と結 び付 けた教材の工夫は,児 童の意欲や

環境への意識 を高 め,身 近 な環境 に目を向 けさせ ることにっ なが った。

② 一人一人 の発想 や生活体験 を大切 に した,夏 休みの取 り組 み ・洗濯実習 ・エ コク ッキ ン

グなどの活動 を通 して,児 童は課題 を もって学習 に取 り組 む ことがで きた。

③1年 間の学習 の中で 様 々な題材 を通 して環境問題 に触れ,体 験学習を重ねてい く中で子

どもたち も環境への意識 を もち続 け,自 分 な りに考え 自分 な りにで きることをや ろうとす

る実践力 が深 まった。

④ 地域 や校内の人材活 用や,最 新情報 の活用 など も,児 童の関心 を高 あ,環 境の保全に 目

を向け,環 境に優 しい生活 を意識 する ことにっ なが った。

3今 後 の課 題

① 環境教 育の題材 と して,5年 生 で身近 な ごみを取 り上げたが,そ の後の学習で ど う発展

させてい くか,ま た,6年 生の学習 との連携,地 域 との連携な ど,さ らに指導計画の研究

が必要であ る。

② 年閤指 導計画の中で,各 題材 と環 境問題 のつなが り,指 導時数や指導すべ き内容 は,領

域のね らいを踏 まえ た上で,社 会の動 きを敏感に受 け とめなが ら見直 してい く必要が ある。

③ ワー クシー トとの関連 も含 め評価 と支援の在 り方 について も研究を深 あ るまでには至 っ

て いないの で,そ の点 を加え て環境教育の在 り方 を さらに研究 し,実 践 力の育成 を大切 に

した指導 を考えてい きたい。
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